
(57)【要約】

【課題】　本発明の課題は、容器の回転ムラを防止でき

ると共に接触部の寿命を長くでき、更には容器と接触部

との接触位置の調整を不要にできる被膜形成装置及び粉

砕装置を提供することである。

【解決手段】　モータ３と、モータ３の出力軸５と、出

力軸５に交差して設けられたアーム７と、アーム７に揺

動自在に吊下げられた揺動軸１５と、揺動軸１５に回転

自在に設けられた容器９と、出力軸５の回転方向に沿っ

て円環状に設けられた接触部１０とを備え、容器９には

基材４及び粉末６を収納しており、出力軸５の回転で容

器９に生じる遠心力により容器９の公転半径が広がって

容器外側面９ａが接触部１０に摩擦接触し、容器９が公

転及び自転することにより、容器内の粉末６が衝突と摺

擦を繰り返して基材４の表面に被膜を形成している。

【選択図】　　　図１

JP 2007-38156 A 2007.2.15



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 モ ー タ と 、 モ ー タ の 出 力 軸 と 、 出 力 軸 に 交 差 し て 設 け ら れ た ア ー ム と 、 ア ー ム に 揺 動 自
在 に 吊 下 げ ら れ た 揺 動 軸 と 、 揺 動 軸 に 回 転 自 在 に 設 け ら れ た 容 器 と 、 出 力 軸 の 回 転 方 向 に
沿 っ て 円 環 状 に 設 け ら れ た 接 触 部 と を 備 え 、 容 器 に は 基 材 及 び 粉 末 を 収 納 し て お り 、 出 力
軸 の 回 転 で 容 器 に 生 じ る 遠 心 力 に よ り 容 器 の 公 転 半 径 が 広 が っ て 容 器 外 側 面 が 接 触 部 に 摩
擦 接 触 し 、 容 器 が 公 転 及 び 自 転 す る こ と に よ り 、 容 器 内 の 粉 末 が 衝 突 と 摺 擦 を 繰 り 返 し て
基 材 の 表 面 に 被 膜 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 被 膜 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 容 器 は 容 器 本 体 と 、 揺 動 軸 に 取 り 付 け た 容 器 ホ ル ダ と を 備 え 、 容 器 本 体 及 び 容 器 ホ ル ダ
に は ね じ 部 が 形 成 さ れ て お り 、 容 器 本 体 の 口 部 を ホ ル ダ 内 に ね じ 込 む こ と に よ っ て 容 器 本
体 を 容 器 ホ ル ダ に 固 定 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 被 膜 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 モ ー タ と 、 モ ー タ に 固 定 さ れ た 出 力 軸 と 、 出 力 軸 に 交 差 し て 設 け ら れ た ア ー ム と 、 ア ー
ム に 揺 動 自 在 に 吊 下 げ ら れ た 揺 動 軸 と 、 揺 動 軸 に 回 転 自 在 に 設 け ら れ た 容 器 と 、 出 力 軸 の
回 転 方 向 に 沿 っ て 円 環 状 に 設 け ら れ た 接 触 部 と を 備 え 、 容 器 に は 被 処 理 物 及 び 被 処 理 物 を
粉 砕 す る 粉 砕 部 材 を 収 納 し て お り 、 出 力 軸 の 回 転 で 容 器 に 生 じ る 遠 心 力 に よ り 容 器 の 公 転
半 径 が 広 が っ て 容 器 外 側 面 が 接 触 部 に 摩 擦 接 触 し 、 容 器 が 公 転 及 び 自 転 す る こ と に よ り 、
容 器 内 の 被 処 理 物 が 粉 砕 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 粉 砕 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 容 器 は 容 器 本 体 と 、 揺 動 軸 に 取 り 付 け た 容 器 ホ ル ダ と を 備 え 、 容 器 本 体 及 び 容 器 ホ ル ダ
に は ね じ 部 が 形 成 さ れ て お り 、 容 器 本 体 の 口 部 を ホ ル ダ 内 に ね じ 込 む こ と に よ っ て 容 器 本
体 を 容 器 ホ ル ダ に 固 定 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 粉 砕 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 膜 形 成 装 置 及 び 粉 砕 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 粉 砕 装 置 に お い て 、 出 力 軸 に 交 差 し て 設 け た ア ー ム と 、 ア ー ム に 回 転
自 在 に 取 り 付 け ら れ 且 つ 被 処 理 物 及 び 被 処 理 物 を 粉 砕 す る 粉 砕 部 材 と を 収 容 し た 容 器 と 、
円 環 状 に 設 け た 接 触 部 と を 備 え 、 ア ー ム の 回 転 に よ り 容 器 を 接 触 部 に 摩 擦 接 触 さ せ て 容 器
を 公 転 及 び 自 転 さ せ て 、 容 器 内 の 被 処 理 物 を 粉 砕 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ ３ ２ ３ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 従 来 技 術 で は 、 容 器 が 接 触 部 に 対 し て 同 じ 位 置 で 常 時 接 触
さ せ て あ る た め 、 容 器 の 接 触 摩 擦 に よ っ て 接 触 部 が 磨 耗 す る と 、 容 器 の 外 側 面 と 接 触 部 と
の 間 の 接 触 圧 が 不 安 定 に な り 、 容 器 に 回 転 ム ラ が 生 じ る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 接 触
部 が 磨 耗 す る と す ぐ に 接 触 部 を 交 換 す る 必 要 が あ り 、 寿 命 が 短 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 に 、 容 器 の 軸 を ア ー ム に 固 定 し て 容 器 の 外 側 面 を 接 触 部 に 当 接 さ せ て い る の で 、 容 器
の 外 側 面 と 接 触 部 と の 接 触 位 置 の 調 整 が 難 し い （ 精 度 が 要 求 さ れ る ） と い う 問 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 容 器 の 回 転 ム ラ を 防 止 で き る と 共 に 接 触 部 の 寿 命 を 長 く で き 、 更 に は 容 器 と
接 触 部 と の 接 触 位 置 の 調 整 を 不 要 に で き る 被 膜 形 成 装 置 及 び 粉 砕 装 置 を 提 供 す る こ と を 目
的 と し て い る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 モ ー タ と 、 モ ー タ の 出 力 軸
と 、 出 力 軸 に 交 差 し て 設 け ら れ た ア ー ム と 、 ア ー ム に 揺 動 自 在 に 吊 下 げ ら れ た 揺 動 軸 と 、
揺 動 軸 に 回 転 自 在 に 設 け ら れ た 容 器 と 、 出 力 軸 の 回 転 方 向 に 沿 っ て 円 環 状 に 設 け ら れ た 接
触 部 と を 備 え 、 容 器 に は 基 材 及 び 粉 末 を 収 納 し て お り 、 出 力 軸 の 回 転 で 容 器 に 生 じ る 遠 心
力 に よ り 容 器 の 公 転 半 径 が 広 が っ て 容 器 外 側 面 が 接 触 部 に 摩 擦 接 触 し 、 容 器 が 公 転 及 び 自
転 す る こ と に よ り 、 容 器 内 の 粉 末 が 衝 突 と 摺 擦 を 繰 り 返 し て 基 材 の 表 面 に 被 膜 を 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 容 器 は 容 器 本 体 と 、 揺
動 軸 に 取 り 付 け た 容 器 ホ ル ダ と を 備 え 、 容 器 本 体 及 び 容 器 ホ ル ダ に は ね じ 部 が 形 成 さ れ て
お り 、 容 器 本 体 の 口 部 を ホ ル ダ 内 に ね じ 込 む こ と に よ っ て 容 器 本 体 を 容 器 ホ ル ダ に 固 定 し
て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 モ ー タ と 、 モ ー タ に 固 定 さ れ た 出 力 軸 と 、 出 力 軸 に 交 差
し て 設 け ら れ た ア ー ム と 、 ア ー ム に 揺 動 自 在 に 吊 下 げ ら れ た 揺 動 軸 と 、 揺 動 軸 に 回 転 自 在
に 設 け ら れ た 容 器 と 、 出 力 軸 の 回 転 方 向 に 沿 っ て 円 環 状 に 設 け ら れ た 接 触 部 と を 備 え 、 容
器 に は 被 処 理 物 及 び 被 処 理 物 を 粉 砕 す る 粉 砕 部 材 を 収 納 し て お り 、 出 力 軸 の 回 転 で 容 器 に
生 じ る 遠 心 力 に よ り 容 器 の 公 転 半 径 が 広 が っ て 容 器 外 側 面 が 接 触 部 に 摩 擦 接 触 し 、 容 器 が
公 転 及 び 自 転 す る こ と に よ り 、 容 器 内 の 被 処 理 物 が 粉 砕 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 容 器 は 容 器 本 体 と 、 揺
動 軸 に 取 り 付 け た 容 器 ホ ル ダ と を 備 え 、 容 器 本 体 及 び 容 器 ホ ル ダ に は ね じ 部 が 形 成 さ れ て
お り 、 容 器 本 体 の 口 部 を ホ ル ダ 内 に ね じ 込 む こ と に よ っ て 容 器 本 体 を 容 器 ホ ル ダ に 固 定 し
て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 被 膜 の 形 成 時 に お い て 、 モ ー タ の 駆 動 に よ り 出 力 軸 が
回 転 す る と 、 出 力 軸 に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム が 出 力 軸 回 り に 回 転 す る 。 ア ー ム が 回 転 す る
と ア ー ム に 取 り 付 け た 容 器 が 遠 心 力 に よ っ て 容 器 の 公 転 半 径 が 広 が り 、 容 器 の 外 側 面 が 接
触 部 に 接 触 す る 。 容 器 が 接 触 部 に 摩 擦 接 触 す る と 容 器 は 自 転 し 、 容 器 が 公 転 運 動 と 自 転 運
動 す る こ と に よ っ て 容 器 内 の 粉 末 が 衝 突 と 摺 擦 を 繰 り 返 し 、 粉 末 は 基 材 の 表 面 に 圧 着 し て
被 膜 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 出 力 軸 の 回 転 に よ り 容 器 に 生 じ る 遠 心 力 に よ り 容 器 の 公 転 半 径 が 広 が る の で 、 接 触 部 が
磨 耗 し て も 、 容 器 外 側 面 と 接 触 部 と の 接 触 を 保 持 で き 、 容 器 外 側 面 と 接 触 部 と の 間 の 接 触
圧 が 不 安 定 に な り 難 い 。 よ っ て 、 容 器 の 回 転 ム ラ を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 容 器 は ア ー ム に 揺 動 自 在 に 吊 下 げ ら れ て い る の で 、 従 来 技 術 の よ う に 容 器 の 外 側
面 と 接 触 部 と の 接 触 位 置 の 調 整 が 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 出 力 軸 の 回 転 に よ り 容 器 に 生 じ る 遠 心 力 に よ り 容 器 の 公 転 半 径 が 広 が る の で 、 接 触 部 が
多 少 磨 耗 し て も 、 す ぐ に 交 換 せ ず に 接 触 部 を 使 用 し 続 け る こ と が で き 、 接 触 部 の 寿 命 を 長
く で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る と 共 に 、
容 器 本 体 の 口 部 を ね じ 込 み に よ り ホ ル ダ 内 に 固 定 す る の で 、 容 器 を ア ー ム に 吊 下 げ る 際 に
、 容 器 本 体 と ホ ル ダ と を 接 続 具 を 用 い て 接 続 す る 必 要 が な く 、 接 続 作 業 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-38156 A 2007.2.15



　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 粉 砕 処 理 に お い て 、 モ ー タ の 駆 動 に よ り 出 力 軸 が 回 転
す る と 、 出 力 軸 に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム が 出 力 軸 回 り に 回 転 す る 。 ア ー ム が 回 転 す る と ア
ー ム に 取 り 付 け た 容 器 が 遠 心 力 に よ っ て 公 転 半 径 が 広 が り 、 容 器 の 外 側 面 が 接 触 部 に 接 触
す る 。 容 器 が 接 触 部 に 摩 擦 接 触 す る と 容 器 は 自 転 し 、 容 器 が 公 転 運 動 と 自 転 運 動 す る こ と
に よ っ て 容 器 内 の 被 処 理 物 が 衝 突 と 摺 擦 を 繰 り 返 し 被 処 理 物 が 粉 砕 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 出 力 軸 の 回 転 に よ り 容 器 に 生 じ る 遠 心 力 に よ り 容 器 の 公 転 半 径 が 広 が る の で 、 接 触 部 が
磨 耗 し て も 、 容 器 外 側 面 と 接 触 部 と の 接 触 を 保 持 で き 、 容 器 外 側 面 と 接 触 部 と の 間 の 接 触
圧 が 不 安 定 に な り 難 い 。 よ っ て 、 容 器 の 回 転 ム ラ を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 容 器 は ア ー ム に 揺 動 自 在 に 吊 下 げ ら れ て い る の で 、 従 来 技 術 の よ う に 容 器 の 外 側
面 と 接 触 部 と の 接 触 位 置 の 調 整 が 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 出 力 軸 の 回 転 に よ り 容 器 に 生 じ る 遠 心 力 に よ り 容 器 の 公 転 半 径 が 広 が る の で 、 接 触 部 が
多 少 磨 耗 し て も 、 す ぐ に 交 換 せ ず に 接 触 部 を 使 用 し 続 け る こ と が で き 、 接 触 部 の 寿 命 を 長
く で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る と 共 に 、
容 器 本 体 の 口 部 を ね じ 込 み に よ り ホ ル ダ 内 に 固 定 す る の で 、 容 器 を ア ー ム に 吊 下 げ る 際 に
、 容 器 本 体 と ホ ル ダ と を 接 続 具 を 用 い て 接 続 す る 必 要 が な く 、 接 続 作 業 が 容 易 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 に 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 尚 、 図 １ は 本 発
明 に 係 る 被 膜 形 成 装 置 の 稼 動 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 装 置 の 主 要 部 を 概 略 的 に 示 す
断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 二 点 鎖 線 で 示 す 部 分 Ａ を 抜 き 出 し て 示 す 平 面 図 、 図 ２ は 本 発 明
に 係 る 被 膜 形 成 装 置 の 稼 動 し て い な い 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 装 置 の 主 要 部 を 概 略 的 に 示 す
断 面 図 、 図 ３ は 図 ２ に 示 す 被 膜 形 成 装 置 の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ り 、 容 器 本 体 を 容 器 ホ ル ダ か
ら 取 り 外 し て 示 す 図 、 図 ４ は 図 １ に 示 す 被 膜 形 成 装 置 に お い て 天 板 を 取 り 外 し て 示 す 平 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 被 膜 形 成 装 置 １ は 、 ボ ー ル 状 の 基 材 ４ の 表 面 に 二 酸 化 チ タ ン 粉 末 （ 粉 末 ）
６ を 被 覆 し て チ タ ン ボ ー ル を 製 造 す る も の で あ り 、 装 置 上 方 の 天 板 ２ に 取 り 付 け ら れ た モ
ー タ ３ と 、 モ ー タ ３ の 出 力 軸 ５ と 、 出 力 軸 ５ に 交 差 し 且 つ 略 水 平 に 設 け ら れ た ア ー ム ７ と
、 ア ー ム ７ に 揺 動 自 在 に 吊 下 げ ら れ た 揺 動 軸 １ １ と 、 揺 動 軸 １ １ の 下 端 に 取 り 付 け ら れ た
容 器 ９ と 、 円 環 状 に 設 け ら れ た ナ イ ロ ン 材 の 接 触 部 １ ０ と を 備 え て い る 。 モ ー タ ３ の 出 力
軸 ５ の 下 端 は 底 板 １ ４ の 軸 受 け １ ６ に 軸 支 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ア ー ム ７ は 出 力 軸 ５ を 中 心 と し て 平 面 視 十 字 状 に 設 け ら れ て お り 、 ア ー ム ７ に は ４ つ の
容 器 ９ が 吊 下 げ ら れ て い る 。 ア ー ム ７ に は 容 器 ９ の 揺 動 軸 １ １ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 揺
動 軸 １ １ に 固 定 さ れ た ピ ン １ ２ が ア ー ム ７ に 形 成 さ れ た 軸 孔 １ ３ に 回 動 自 在 に 軸 支 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 容 器 ９ は 略 円 筒 状 の 容 器 本 体 １ ５ と 、 揺 動 軸 １ １ に 取 り 付 け ら れ た 容 器 ホ ル ダ １ ７ と を
備 え 、 容 器 ホ ル ダ １ ７ に は ベ ア リ ン グ １ ９ が 組 み 込 ま れ て お り 、 容 器 ９ が 揺 動 軸 １ １ に 対
し て 回 転 自 在 に な っ て い る 。 容 器 ９ は 真 鍮 、 鉄 、 銅 、 Ｓ Ｕ Ｓ 、 金 属 チ タ ン や ア ル ミ ナ 、 ジ
ル コ ニ ア 、 セ ラ ミ ッ ク 等 の 硬 質 体 を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 容 器 本 体 １ ５ の 口 部 に は 雄 ね じ （ ね じ 部 ） ２ １ が 形 成 さ れ 、 容 器 ホ ル ダ １ ７ に は 雌 ね じ
（ ね じ 部 ） ２ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 容 器 本 体 １ ５ の 口 部 を 容 器 ホ ル ダ １ ７ 内 に ね じ 込 む こ
と に よ っ て 容 器 本 体 １ ５ を 容 器 ホ ル ダ １ ７ に 固 定 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 容 器 ホ ル ダ １ ７ に は 容 器 本 体 １ ５ の 口 部 を 塞 ぐ 蓋 体 ２ ５ が ね じ ２ ７ 固 定 さ れ て お り 、 容
器 本 体 １ ５ 内 の 二 酸 化 チ タ ン 粉 末 ６ が 容 器 ホ ル ダ １ ７ 側 に 移 動 す る の を 防 止 し て 、 ベ ア リ
ン グ １ ９ 内 に 二 酸 化 チ タ ン 粉 末 ６ が 進 入 す る の を 防 い で い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 側 板 ４ に は 中 央 が 円 状 に 切 り 開 か れ た 支 持 板 ２ ９ が 固 定 さ れ て お り 、 接 触 部 １ ０ は 支 持
板 ２ ９ の 内 周 側 端 縁 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 基 材 ４ の 材 料 と し て は 、 ガ ラ ス 、 シ リ カ 等 の セ ラ ミ ッ ク 、 鋼 、 銅 、 銀 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等
の 金 属 及 び そ の 酸 化 物 で あ る ア ル ミ ナ 、 ア ル ミ ナ セ ラ ミ ッ ク 等 の 金 属 酸 化 物 、 エ チ レ ン 、
ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の 高 分 子 樹 脂 、 木 質 材 の 何 れ か を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 二 酸 化 チ タ ン 粉 末 ６ は 光 触 媒 用 の 二 酸 化 チ タ ン 粉 末 で あ り 、 ア ナ タ ー ゼ 型 、 ル チ ル 型 、
ブ ル ッ カ イ ト 型 の 何 れ で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 二 酸 化 チ タ ン 粉 末 ６ 以 外 に 、 色 変 性 化 チ タ
ン の 性 能 を 阻 害 し な い 範 囲 で 他 の 粉 末 原 料 を 配 合 し て も 良 く 、 特 に 光 照 射 が 少 な い 場 所 で
も 十 分 使 用 で き る よ う に す る た め 、 色 変 性 酸 化 チ タ ン の 触 媒 反 応 を 高 め る 波 長 の 電 磁 波 を
発 生 す る 補 助 粉 末 を 含 め る こ と が 好 ま し い 。 電 磁 波 を 発 生 す る 粉 末 と し て は 、 天 然 に 産 出
さ れ る 千 枚 岩 等 に 見 ら れ る 低 線 量 の マ イ ク ロ 波 を 発 生 す る 鉱 物 又 は 天 然 ゼ オ ラ イ ト 、 緑 色
ゼ オ ラ イ ト 等 に 見 ら れ る 赤 外 線 又 は 遠 赤 外 線 を 発 生 す る 鉱 物 又 は 天 然 ゼ オ ラ イ ト 等 が 挙 げ
ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 本 実 施 の 形 態 に 係 る 被 膜 形 成 装 置 の 作 用 及 び 効 果 を 説 明 す る 。 チ タ ン ボ ー ル の 製 造
時 に は 、 ま ず 容 器 本 体 １ ５ 内 に 基 材 ４ と 二 酸 化 チ タ ン 粉 末 ６ を 入 れ 、 容 器 本 体 １ ５ を 容 器
ホ ル ダ １ ７ に ね じ 込 ん で 固 定 す る 。 モ ー タ ３ の 駆 動 に よ り 出 力 軸 ５ が 回 転 す る と 、 出 力 軸
５ に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム ７ が 出 力 軸 ５ 回 り に （ 図 ４ 中 矢 印 Ｃ 方 向 に ） 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ア ー ム ７ が 回 転 す る と ア ー ム ７ に 取 り 付 け た 容 器 ９ が 遠 心 力 に よ っ て 側 板 ４ 方 向 に 広 が
り 、 容 器 ９ の 外 側 面 ９ ａ が 接 触 部 １ ０ に 接 触 す る 。 容 器 ９ が 接 触 部 １ ０ に 摩 擦 接 触 す る と
、 容 器 ９ は 矢 印 Ｄ 方 向 に 自 転 す る と 共 に 、 二 酸 化 チ タ ン 粉 末 ６ は 容 器 ９ の 公 転 運 動 と 自 転
運 動 に よ っ て 衝 突 及 び 摺 擦 を 受 け る 。 二 酸 化 チ タ ン 粉 末 ６ が 衝 突 と 摺 擦 を 受 け る と 、 二 酸
化 チ タ ン 粉 末 ６ は 色 変 性 を 起 こ し て 互 い に 圧 着 、 及 び 基 材 ４ の 表 面 に 圧 着 し て 被 膜 を 形 成
す る 。 尚 、 二 酸 化 チ タ ン 粉 末 ６ の 衝 突 及 び 摺 擦 と は 、 二 酸 化 粉 末 同 士 、 粉 末 と 基 材 、 基 材
と 基 材 、 粉 末 と 装 置 部 材 （ 容 器 壁 ） 、 基 材 と 装 置 部 材 等 の 間 で 生 じ る 衝 突 及 び 摺 擦 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 出 力 軸 ５ の 回 転 に よ り 容 器 ９ に 生 じ る 遠 心 力 に よ り 容 器 ９ の 公 転 半 径 が 広 が る の で 、 接
触 部 １ ０ が 磨 耗 し て も 、 容 器 外 側 面 ９ ａ と 接 触 部 １ ０ と の 接 触 を 保 持 で き 、 容 器 外 側 面 ９
ａ と 接 触 部 １ ０ と の 間 の 接 触 圧 が 不 安 定 に な り 難 い 。 よ っ て 、 容 器 ９ の 回 転 ム ラ を 防 止 で
き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 容 器 ９ は ア ー ム ７ に 揺 動 自 在 に 吊 下 げ ら れ て い る の で 、 従 来 技 術 の よ う に 容 器 の
外 側 面 ９ ａ と 接 触 部 １ ０ と の 接 触 位 置 の 調 整 が 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 出 力 軸 ５ の 回 転 に よ り 容 器 ９ に 生 じ る 遠 心 力 に よ り 容 器 ９ の 公 転 半 径 が 広 が る の で 、 接
触 部 １ ０ が 多 少 磨 耗 し て も 、 す ぐ に 交 換 せ ず に 接 触 部 １ ０ を 使 用 し 続 け る こ と が で き 、 接
触 部 １ ０ の 寿 命 を 長 く で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 容 器 本 体 １ ５ の 口 部 を ね じ 込 み に よ り ホ ル ダ １ ７ 内 に 固 定 す る の で 、 容 器 ９ を ア ー ム ７
に 吊 下 げ る 際 に 、 容 器 本 体 １ ５ と ホ ル ダ と を 接 続 具 を 用 い て 接 続 す る 必 要 が な く 、 接 続 作
業 が 容 易 で あ る 。 接 触 部 １ ０ が ナ イ ロ ン 材 で あ る の で 、 ゴ ム 材 に 比 べ て 耐 久 性 に 優 れ 、 長
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期 間 の 使 用 が 可 能 と な り 経 済 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 他 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 第 ２ 実 施 の 形 態 で は 、 容 器 ９ 内 の 収 容 物 の み 第 １ 実
施 の 形 態 と 異 な り 、 他 の 構 成 は 第 １ 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る の で 、 以 下 の 説 明 に お い て 、
上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 と 同 一 の 作 用 効 果 を 奏 す る 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ
り 、 そ の 部 分 の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。 第 ２ 実 施 の 形 態 で は 、 容 器 ９ 内 に 粒 状 又 は 塊 状 の
二 酸 化 チ タ ン （ 被 処 理 物 ） と ジ ル コ ニ ア 球 （ 粉 砕 部 材 ） を 収 納 し 、 容 器 ９ が 公 転 運 動 と 自
転 運 動 す る こ と に よ っ て 容 器 ９ 内 の 粒 状 又 は 塊 状 の 二 酸 化 チ タ ン が 衝 突 と 摺 擦 を 繰 り 返 し
二 酸 化 チ タ ン は 粉 砕 さ れ て 粉 状 に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ 実 施 の 形 態 と 同 様 に 接 触 部 １ ０ が 磨 耗 し て も 容 器 ９ の 回 転 ム ラ
を 防 止 で き る と 共 に 、 容 器 の 外 側 面 ９ ａ と 接 触 部 １ ０ と の 接 触 位 置 の 調 整 が 不 要 で あ る 。
ま た 、 接 触 部 １ ０ が 多 少 磨 耗 し て も 、 す ぐ に 交 換 せ ず に 接 触 部 １ ０ を 使 用 し 続 け る こ と が
で き 接 触 部 １ ０ の 寿 命 を 長 く で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 容 器 本 体 １ ５ の 口 部 を ね じ 込 み に よ り ホ ル ダ １ ７ 内 に 固 定 す る の で 接 続 作 業 が 容 易 で あ
る 。 接 触 部 １ ０ が ナ イ ロ ン 材 で あ る の で 、 ゴ ム 材 に 比 べ て 耐 久 性 に 優 れ 、 長 期 間 の 使 用 が
可 能 と な り 経 済 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 尚 、 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変
形 が 可 能 で あ る 。 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 で は 、 容 器 ９ は ア ー ム ７ か ら ４ つ 吊 下 げ て い る
が 、 図 ６ に 示 す よ う に ア ー ム ７ か ら 吊 下 げ る 容 器 ９ は ２ つ で あ っ て も １ ０ 個 で あ っ て 良 く
、 そ の 数 は 制 限 さ れ な い 。 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 で は 、 モ ー タ ３ は ア ー ム ７ の 上 方 に 設
け た が 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 モ ー タ ３ は ア ー ム ７ の 下 方 に 設 け て あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ 実 施 の 形 態 に お い て 基 材 ４ は 、 ボ ー ル 形 状 に 限 ら ず 、 サ イ コ ロ 形 状 、 多 角 形 状 、 星
型 形 状 （ 金 平 糖 形 状 ） 、 柱 形 状 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ２ 実 施 の 形 態 に お い て 、 粉 砕 部 材 は ジ ル コ ニ ア 球 に 限 ら ず 、 球 状 の 銅 や 真 鍮 で あ っ て
も 良 い 。 ま た 、 被 処 理 物 は 二 酸 化 チ タ ン に 限 ら ず 、 チ タ ン 酸 バ リ ウ ム や 酸 化 バ リ ウ ム で あ
っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 被 膜 形 成 装 置 の 稼 動 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 装 置 の 主 要 部 を
概 略 的 に 示 す 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 二 点 鎖 線 で 示 す 部 分 Ａ を 抜 き 出 し て 示 す 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 被 膜 形 成 装 置 の 稼 動 し て い な い 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 装 置 の 主 要 部
を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 被 膜 形 成 装 置 の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ り 、 容 器 本 体 を 容 器 ホ ル ダ か ら 取 り
外 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 被 膜 形 成 装 置 に お い て 天 板 を 取 り 外 し て 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 被 膜 形 成 装 置 の 全 体 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 変 形 例 に 係 る 被 膜 形 成 装 置 に お い て 天 板 を 取 り 外 し て 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 変 形 例 に 係 る 被 膜 形 成 装 置 の 全 体 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １ 　 　 　 　 　 被 膜 形 成 装 置
　 ３ 　 　 　 　 　 モ ー タ
　 ４ 　 　 　 　 　 基 材
　 ５ 　 　 　 　 　 出 力 軸
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　 ６ 　 　 　 　 　 粉 末
　 ７ 　 　 　 　 　 ア ー ム
　 ９ 　 　 　 　 　 容 器
　 １ ０ 　 　 　 　 接 触 部
　 １ ５ 　 　 　 　 揺 動 軸
　 １ ７ 　 　 　 　 容 器 ホ ル ダ
　 ２ １ 　 　 　 　 雄 ね じ （ ね じ 部 ）
　 ２ ３ 　 　 　 　 雌 ね じ （ ね じ 部 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(7) JP 2007-38156 A 2007.2.15



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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